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甲

　リン酸化タウ蛋白がアストロサイトに集積する病理所見は, 各種神経変性疾患のみならず健常高齢
脳でも観察されることが古くから知られていた.  その病理学的意義に関しては不明な点が多く, タウ
陽性アストロサイトを包括的に評価・研究する事を目的に2016年に加齢性タウアストログリオパチー
(aging-related tau astrogliopathy; ARTAG)という神経病理学用語が提唱された. しかしながら既知
のARTAGに関する研究はブレインバンクに集積された疾患脳を基としたものであり, 健常高齢者での知
見は乏しかった.
 
　我々は主に健常高齢脳(47例), アルツハイマー病(Alzheimer’s disease; AD, 41例)から成る久山
町一般住民の連続剖検例(110例)を対象として研究を行った. 各脳部位におけるARTAGを半定量的に評
価し, 臨床情報・神経病理所見との関連を分析した.

　ADを含む各種神経変性疾患および健常高齢脳では, 扁桃体で最も頻繁にARTAGが観察された. 特に健
常高齢脳では扁桃体にARTAGが限局している症例が多かった. 一方でADでは灰白質におけるARTAGが被
殻・中前頭回で扁桃体に次いで多くみられた. ロジスティック回帰分析では健常高齢脳におけるARTAG
は死亡時年齢と神経原線維変化の水準(neurofibrillary tangle Braak stage)とに有意な正の相関が
みられた. ADでは死亡時年齢と男性であることがARTAGの程度と有意な関連が見いだされた. またADで
は老人斑の広がり(Thal phase)が高度な症例で白質のARTAGが多く観察された.
 
　本研究では神経変性・加齢性変化の背景が異なれば, ARTAGの分布や寄与因子が変化することが示唆
された.
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